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５年間の委託期間を通じて、⽇本の衛星データシステムに関係するプレーヤーが、

インド市場を通じた事業参⼊・拡大を、効果的かつ継続的に活動できる状態を整える

◼あああ

本事業で目指すゴール

# 本事業で目指すゴール

1
⽇本企業が、インドの宇宙市場に参⼊する、あるいはインドの宇宙関係企業と

連携するための、有望領域・主要なステークホルダーが特定できている状態。

2
有望領域で活動している⽇本企業が、インドの宇宙市場に関⼼をもつ、

あるいは、少なくとも参⼊可否を判断するために必要な情報を有している状態。

3
インドの市場に参⼊している⽇本企業や政府関係機関が、本事業終了後も、

継続的に事業拡大に取り組めている状態。
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インドの宇宙産業市場規模は、2033年に440億ドル（≒7兆円）をターゲットとする。

旺盛な国内需要のあるダウンストリーム領域の衛星データシステムが市場を牽引する

◼⽇本は2030年代前半に8兆円を目標とする。規模は近いものがあるが、ダウンストリーム・内需の厚さが大きい。
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人口10億人の超大国であるインドの内需獲得のみならず、経済安全保障の楔として、

そして、中東とグローバルサウス諸国へ⼊り込むウインドウとして、⽇印の連携を強化していく

◼インドでは宇宙分野への投資拡大と規制緩和が進み、民間の参画また外資との連携を促進している時期にある。

⚫ インドは膨大な内需の獲得のみならず、欧米、中東、そしてグローバルサウスへの展開における足掛かりとなる。

⚫ ⽇本が50年をかけてタイと構築した連携の基盤はASEAN展開への足場となっている。本事業ではそれを5年で整えにいく。

なぜインドか

米国・中国に対する

新機軸の構築

人口15億人の

超大国の内需獲得

宇宙分野への投資と

規制緩和の加速

西のグローバルサウス

50億人への

ビジネス展開

中東市場へ

切り込む先鋒となる

インド

欧州・米国の

宇宙産業サプライチェーン

への⼊り込み
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先行する⽇本のプレーヤーはインド企業とのパートナーシップ（MOU）の締結を実現。

相互の強みを生かしたシナジーのストーリーを描き、ターゲット領域を明確にしていく

インドの宇宙関係機関と⽇印連携にむけた⼊り込み

テーマ 連携年 インド企業 ⽇本企業
相互連携の狙い

インド ⽇本

防衛

（EO・SSA）
2024

• 防衛用電子機器の製造に

強い政府系企業。防衛分

野のケイパビリティの拡大を

意図。

• インド防衛エレクトロニクス

力を生かし、⽇本技術と連

携して国内外向け装備品

供給能力を強化。

月面探査 2024

• 低コスト小型衛星技術を

月周回ミッションへ展開し、

新市場開拓と顧客基盤拡

大を狙う。

• 月着陸船・輸送能力を活

用し、月周回向け小型衛

星輸送サービスの商用化と

需要創出を意図。

軌道上サービス

（デブリ除去）

2024

• インド市場で軌道上サービ

ス（デブリ除去）を提供し、

アジア太平洋での事業基

盤を拡大。

• 推進技術と宇宙機能を軌

道サービスへ応用し、国際

展開と⽇本市場参⼊を加

速。

2024

• レーザー技術と自社の軌道

上サービスプラットフォームを

統合し、衛星寿命延長・軌

道サービス市場を拡大。

• 先端宇宙用レーザーの商用

化促進と、インド企業との

協業で国際市場での軌道

上サービス展開基盤を強化。

地上局 2025

• 自社の地上局を国際ネット

ワークに統合し、グローバル

事業機会を強化。

• 世界規模の地上局カバレッ

ジと衛星運用サービスを拡

充。

Bellatrix

Aerospace
Digantara Astroscale

HEX20 ispace

Bharat Electronics Mitsubishi Electric

Dhruva Infostellar

InspeCity Orbital Lasers
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インド政府の宇宙産業への注目度は非常に高い。G2Gの文脈でも連携を強く後押ししていく

インドの宇宙関係機関と⽇印連携にむけた⼊り込み

Source： https://x.com/narendramodi/status/2050863398607544332?s=20
 https://x.com/IndianEmbTokyo/status/2075018693491527717?s=20
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認知・リーチを広げる活動として官民連携セッション等の場を活⽤。インドも⽇本も自分たちの

プロダクトを売りたいなか、そこでさらに一歩を進める“アラインメント”の役割を担っていく

インドの宇宙関係機関と⽇印連携にむけた⼊り込み

衛星プロダクトの

データセットを売りたい

観測センサの技術を

売りたい

衛星コンポーネントの

調達に絡みたい

衛星搭載装置を

売りたい

小型衛星のコンポーネ

ントは作れるのでたくさ

ん作って売りたい

レーザー技術があって

SSAに使えるから

売りたい

エッジAIによる画像処

理のSWとデバイスが

あるから売りたい

なんでも作れるから

なんでも売れるよ

GeoSmart India 2026 Roundtableより
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インドは「ビジネスができる気がしない」、「一度痛い目をみている」という声のある難しい市場。

市場の規模の魅力のみでなく、インドの市場や慣習の要点の理解を促していく

◼⽇本の宇宙関係企業のインド

進出の機運を高める活動を実

施。市場や慣習を整理し事業

者に共有、理解を促していく。

⚫ ある程度の調査は⽇系企業を

クライアントとしたNRIインドのビ

ジネスのなかで把握済み。

◼情報発信・啓蒙活動としては、

NRIのオウンドメディアをはじめ、

多様な情報発信の機会でインド

市場へ認知を拡大。

インドの宇宙関係機関と⽇印連携にむけた⼊り込み

Source: NRIの展開するオウンドメディア
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直近では、9月のBangaluru Space Expo2026（9/7-9@Event, 10-11@Tour）にて、

⽇印の企業間マッチングやインドでの⽇本企業のプレゼンスを高める活動を計画

Join us!

◼ 2年に1度の大規模な宇宙産業の展示会。個別マッチングや現地ツアーなど相互理解を深められる機会を設計。

⚫ さらに、10月はAsian Conference on Remote Sensing（ACRS2026）、11月は India International Space Conclave 

（IISC 2026）12月にはGeoSmartIndia2026と、インドの宇宙産業に関わるイベントが予定されている。

Source: https://bsxindia.com/
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